
１．パブリックコメント実施概要

２．意見等の内容と対応、本市の考え方
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本宮市第７期障がい福祉・第３期障がい児福祉計画に対するパブリックコメント結果・回答について

　　「障がい児・障がい者が 生きがいをもって安心して生活しているまち　共生社会をめざす もとみや」を基本理念とし、障
がいのある方が住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくりを目指して、令和６年度から令和8年度までの3か年を計画
期間とする「本宮市第７期障がい福祉・第３期障がい児福祉計画（素案）」について市民の皆様から意見を募集します。

意見募集期間 　令和６年１月31日(水)から２月16日(金）まで

意見提出対象者
　1．本宮市内に住所（所在地）を有する個人、団体または企業等
　2．本宮市内に通勤・通学している方

提出意見数 　5件（うち2人から各２件）　

意見等の内容 意見等への回答

（５）住みよいまちづくりについて（26ページ）

　重度身体障がい者が自宅で生活していけるような支援
をお願いしたい。また、ヘルパーに男性が少ないことや相
談支援員が増えないことも残念に思う。

ご意見ありがとうございます。
　市では適正なサービスを円滑かつ継続的に提供できるよ
う取り組んでいるところでございます。
　しかしながら、障害福祉の業界に限らず深刻な人手不足
にある状態で人材の確保が最大の課題となっているとこ
ろです。
　就労につながる第一歩として、障がい福祉に興味を持っ
てもらう機会の提供などに努めてまいります。

（10）地域活動支援センター事業について（49ページ）

　障がい者と家族が地域で生きていくためには、地域の方
と一緒に何かをすることで実際に障がい者のことを知っ
てもらうことが必要だと思う。
　また、親子で参加できる「ボッチャ」などを開催すること
で、障がい者を理解したり、親同士の交流の場になればい
いと思う。

ご意見ありがとうございます。
　障害のある方が地域で安心して生活できる共生社会の実
現はとても重要であると考えております。
　親子で参加できたり、親同士の交流ができるよう幅広い
人たちが交流し、障がい者の理解が深まるような機会を提
供できるよう検討してまいります。

（１）障がい児支援の提供体制の整備等（51ページ）

　医療的ケア児の保育所・小学校への通学について、現在
市で看護師を募集しているが、看護師の入職が遅れ配置
が困難な場合にはどのように対応を検討しているのか。
また、入職が決まるまでの間、外部の専門職に委託で導入
することはどうか。

ご意見ありがとうございます。
　市では現在、令和６年４月からの保育所への看護師配置
に向け準備を進めており、複数の応募者があったところで
す。専門的な知識や技術を有する看護師の配置を図ってま
いります。
　また、訪問看護については、保育所・学校など自宅以外で
も公費の福祉サービスが受けられるよう今後検討を進め
てまいります。
　　医療的ケアが必要なお子さん、その家族を支えられる仕
組みを構築し、より一層子育てしやすいまちづくりを目指
してまいります。
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１　成果目標の設定（５１ページ）

　保育所等訪問事業の整備目標が１ケ所のみとなっている
が、インクルーシブ保育・教育をすすめるためには１カ所で
は足りないのではないか。
また、保育・幼児教育施設への特別支援コーディネーター
の育成事業を行ってはどうか。特性を持つ不登校の子ど
もたちへの支援の充実をお願いしたい。

ご意見ありがとうございます。
　現在、市内には保育所等訪問支援を行っている事業所が
ないことから、まずは１か所とさせていただきましたが、事
業者等との連携を図りながら基盤整備を図ってまいりま
す。
　保育・幼児教育施設への特別支援コーディネーターにつ
いては、必要性を感じていますが、現時点で配置が困難で
あるため、保育士等の研修を充実させながら、対応してま
いります。併せて、先進事例を研究してまいります。
　不登校の子どもたちへの支援については、専門機関に相
談しながら、個別のケースに応じて重層的に支援してまい
ります。

２　障がい児福祉サービスの見込みの設定（５３ページ）

　保育所等訪問支援の見込み数値が令和６～８年度が０に
なっているが見込み数値とはいえ大丈夫か。

ご意見ありがとうございます。
　現時点で、保育所等訪問支援を行う事業所ができる予定
の情報等がないことから見込み値を０とさせて頂いており
ますが、市としても支援は必要なものと考えており、サービ
スが提供できる体制を整えることを目標に事業者等との
連携を行いながら基盤整備を図ってまいります。


